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は じ め に

幼稚園教育要領の改訂（平成29年３月公示、平成30年度よ
り実施）や社会状況の変化等に対応するため、平成30年3月に
幼稚園施設整備指針の改訂が行われた。

この改訂を受け、改訂内容について分かりやすく解説した事
例集を作成することを目的とし、「幼稚園事例集作業部会」を
設置。幼稚園施設整備指針で示された改訂の観点が具体化され
ている幼稚園等４園を選定し、各園にご協力頂きながら、現地
調査や、資料等を収集した。

本事例集では、各幼稚園等施設の解説に加え、施設の設置者
の思いや実際に施設を利用している教職員の声を、写真や図と
ともに紹介することで、教職員や保護者をはじめ、幼稚園関係
者に幅広く関心を持っていただけるよう配慮しながら編集を
行った。

本事例集が個々の幼稚園における豊かな教育環境を実現する
ための一助となることを期待する。
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子供たちが未来社会を切り開くための資質・能力の一層確実な育成を目指すなどの基本方針を基に、
幼稚園教育の特性を踏まえて、平成29年3月に幼稚園教育要領が改訂された。今回の幼稚園教育要領の
改訂では、幼稚園教育は「環境を通して行う教育」を基本とすることは変わらないとしながらも、幼
稚園教育において育みたい資質・能力を明確化し、幼小接続の推進や幼児一人一人の理解に基づいた
評価の実施等について充実・発展させている。

幼稚園教育要領の改訂や、社会状況の変化等に対応するため、平成29年4月から、幼稚園施設整備指
針※の改訂について検討が行われ、平成30年3月に報告書「これからの幼稚園施設の在り方について～
幼児教育の場にふさわしい豊かな環境づくりを目指して～」がまとめられた。本報告書を踏まえ、同
指針の改訂を行った。

※「学校施設整備指針」は、学校教育を進める上で必要な施設機能を確保するために、計画及び設計
における留意事項を示したもの。幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学校種ごと
に策定している。

幼稚園施設整備指針改訂の背景

幼稚園教育要領の改訂や社会状況の変化等に対応するため、幼稚園施設整備における基本的方針及
びこれからの幼稚園施設整備に当たって重要となる視点を整理した。また、これを踏まえ、整備指針
を見直し、諸般の改訂を行った。

○ 自然や人、ものとの触れ合いの中で遊びを通した柔軟な指導が展開できる環境の整備
○ 健康で安全に過ごせる豊かな施設環境の確保
○ 地域との連携や周辺環境との調和に配慮した施設の整備

＜幼児教育の場にふさわしい豊かな環境づくり＞
１．幼児自身の興味や関心に応じて様々な活動が展開される屋内環境整備

変化に富み、遊びながら様々な体験ができる園舎／周囲の環境すべてが学びの材料となる園舎

２．自然との触れ合いや体を使った遊びができる屋外・半屋外環境整備
自然の移ろいを感じ、自ら遊びを創造できる園庭／居心地の良い中間領域として人が集まる半屋外空間

３．障害のある幼児など特別な配慮を必要とする幼児に対応した施設整備
障害の種類や程度に応じ、施設の運営・管理、人的支援等のサポート体制との連携を考慮した計画

＜幼児教育の担い手を支え、家庭や地域と連携・協働を促す環境づくり＞
４．教職員の活動を支えるための施設整備

交流や休息の場所としての職員室／研修や勉強会を行える教職員スペース

５．家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備
地域の幼児期の教育のセンターとしての役割や機能を一層充実した施設計画／保護者や教職員間の交流を促進するスペース

＜その他の施設的配慮＞
６．安全を確保しつつ自発的な遊びを誘発する施設整備

「遊びを通して危険を回避する力を身に付ける」ことができる環境づくり

７．教育活動の変化に対応できる施設整備
時代に合わせて変更を行いやすい施設計画／現場の自由な発想や要望を反映できる可変性

幼稚園施設整備指針改訂の概要

認定こども園
さざなみの森

港北幼稚園 はまようちえん 中央区立
豊海幼稚園

掲載ページ ● ● ● ●

１．幼児自身の興味や関心に応じて様々な活動が展開される屋内環境整備

２．自然との触れ合いや体を使った遊びができる屋外・半屋外環境整備

３．障害のある幼児など特別な配慮を必要とする幼児に対応した施設整備

４．教職員の活動を支えるための施設整備

５．家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

６．安全を確保しつつ自発的な遊びを誘発する施設整備

７．教育活動の変化に対応できる施設整備

事例集について

事例集の読み方

事例として取り上げられた幼稚園施設
に見られる施設整備指針改訂のポイン
トを図表や写真を用いて分かりやすく
示しています。

園長など設置者の視点から
施設の紹介を行っています。

教育方針を記しています。

施設の規模や幼児数等の幼稚園
等の基礎データを示しています。



• 起伏のある里山の地形を生かして園舎・園庭を配置し、多様な保育環境を整備している。
• 高低差のある園庭には、自然木などを利用した手製の遊具が配置されており、自然の中で、幼児が多様な遊びがで

きるように工夫されている。
• 園舎も高低差を生かして計画し、魅力ある空間を多数設けている。

安全を確保しつつ自発的な遊びを誘発する施設整備

起伏のある地形を生かした多様な保育の環境づくり
里山の豊かな自然環境を生かした郊外に位置する認定こども園

教育方針と環境づくりについて

三段になった砂場は、保護者の協
力を得て、つくられた手製の遊具
のひとつ。

⑧

園舎は高低差を生かした様々な空間が設けら
れており、幼児たちは、それぞれ居心地のい
い空間を見つけることができる。

増築や改修を行い、時代に応じて部屋の使い
方を変えながら、魅力的な空間を園内につ
くっている。

敷地の高低差を室内に反映させた保育室。一
段低い場所に保育室があり、落ち着いた環境
になっている。

室内を木質化した保育室。床や壁に触れて木
の暖かみを感じることができる。

保育方針／「自ら考え、自ら動き、自ら育
つ」ことを大切にし、保育者は子どものも
つ力を信じ、待つ“啐啄同時（そったくど
うじ）”を心がけている

クラス数／13クラス
幼児数／272名（0歳～5歳）
建築主／学校法人難波学園
所在地／東広島市西条町寺家261

敷地面積／8,573.06㎡
建築面積／1,815.89㎡
延べ床面積／2211.92㎡（5棟）
構造・規模／RC造、S造、W造

地上2階・地下1階建

1979年に子どもたちが育つ豊か
な環境を求めて6ヶ所の候補地か
ら、農家の裏山にある里山のエッ
ジを見つけ、園地としました。

子どもたちが、四季折々に変化
する里山の風景を見ながら育ち、
豊かな自然環境の中で夢中になっ
て遊び・学ぶ姿から、生きる力の
「根っこ」を育てる保育をイメー
ジしたわけです。そこで、自然の
地形を活かした園舎・園庭をデザ
インし、周辺の里山も子どもたち
の遊びフィールドになるよう保護

者や地域の方々と一緒に活動の場
をひろげていっています。

１）園舎計画：必要に迫られ、年
度を分けて５つの園舎を計画する
ことになったため、それぞれの立
地環境を読込み、いかに接続した
ら最適か工夫する。

２）動線計画：５つの棟に分かれ
た園舎を、子どもたちが遊び、場
面ごとに生活する快適なサイズの
部屋に移動していくことを考え、

そのスムーズな動線計画を練る。

３）園庭計画：自然地形をそのま
ま残す広い園庭を、保育室と同じ
ように子どもたちが興味関心を
もって、夢中になって遊びこむ場
や遊具づくりを検討する。

４）周辺計画：里山を自由に遊び、
豊かな五感を育てて欲しいと願う
我々の思いを、地域の方々や保護
者の方々に理解いただき、一緒に
活動を推進する。

自然の樹木を集めてつくられた
ジャングルジムのような遊具はス
タッフによるお手製のもの。

起伏のある広い園庭は、子どもたちにとって最高の遊び場。
樹種の異なる木々は、開園から少しずつ植樹して増えていったもので、
季節に応じて、様々な実や花をつける。
思い切り体を動かして、走り回りながら、自然に触れ、素材の違いを
体感できる。

水の棟（子育て支援棟）と吹の棟（保育室）に挟まれた０～２歳児
用の園庭。水の棟から子どもが遊んでいる姿を見ることができ、緩
やかなつながりを感じられる。

HP: http://i-sazanami.net/

1979年 完成
2000年 改修
2009年 耐震補強
2010年 改修

1993年 完成
2003年 増築
2018年 改修

2000年 完成
2018年 改修

2011年 完成

2015年 完成

里山のエッジに建つさざなみの森

（2018年4月現在）

■ 配置図・１階平面図

■ 地階平面図

（認定こども園さざなみの森園長）



自然との触れ合いや体を使った遊びができる屋外・半屋外環境整備

中と外をつなぐ半屋外空間
• 園舎には各所にウッドデッキなどの半屋外空間が設けられ、室内外をつなぐ中間的領域として、自

然の風を感じながらも天候を気にせず様々な活動ができる場となっている。

半屋外の舞台は、時にみんなで座って
おやつを食べることもできる。

保育室に併設された廊下には全面開放
できるガラス扉をつけることで、天候
の変化や風に対応できる。

ウッドデッキによって園庭と保育室が
緩やかにつながり、空間に豊かな広が
りが生まれている。

開放的な空間で、室内よりアクティブな
遊びができる。

家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

多目的空間が生み出す保護者・地域との交流

• 玄関脇に設けられた小規模なギャラリースペースは、幼児の活動報告が行われたり、保護者会活動の
打合せ等、様々な用途で活用される。

• 子育て支援室にはキッチンが設けられ、保護者の交流の場としてだけでなく、地域の協力者や外部の
専門家を招いて様々なイベントを行うスペースとしても活用されている。

教職員の活動を支えるための施設整備

職員にとっても子どもたちにとってもリラックスできる環境
• 職員室は作業や打合せを行うための事務スペースや十分な収納を確保するだけでなく、キッチンやソファを設

けるなど、職員がリラックスできる場の充実が図られている。
• 職員室は一時保育室を兼ね、長時間滞在する幼児の朝夕の居場所としても使用しているため、快適な空間とな

るよう配慮されている。

家具で仕切られた事務スペースは、作
業や打合せを行えるように大机が置か
れている。
頭上には収納がとられ、はしごを登っ
て行き来できる。

園の中央に配置された教職員の空間。早朝や夕方の子どもが
少ない時間帯は、子どもたちが一時的に集まって過ごす場所
にもなる。長時間、人が過ごす場所のため、冷暖房設備に
ヒートパネルを使用するなど快適な空間となるよう配慮され
ている。

水の棟（子育て支援棟）は保護者たちによるサークル
活動や講演会など多目的に使用され、保護者や地域の
方が気持ちよく活動できる空間になっている。

事務室は開放感のあるつくり。教職員の
様子もわかるため、保護者も声をかけや
すい。

私たちの園は、朝7時15分から開
園し、親子を迎え入れています。１
号認定の子どもたちが登園して来る
8時30分頃までは、保護者に送られ
た２号認定の子どもたちが、少しず
つ集まって来ます。その時の子ども
たちは、ちょっと心寂しく落ちつか
ない様子ですが、モーニングミー
ティングのスタッフがいるので、安
心してその時間を「みんなの部屋」
で過ごしています。

また、帰りの時間は夕方17時30分頃
から延長保育の19時15分まで、この
「みんなの部屋」に集まって来て保
護者の迎えを待ちます。そこには午
後スタッフと一緒に記録を書いたり、
ミーティングをしているコアスタッ
フもいるので、楽しく会話しながら
迎えの保護者を待つことができます。

「みんなの部屋」
最初にやって来て、
最後に帰って行く部屋

ソファやおもちゃが置かれ
たスペース。自宅の延長の
ようなアットホームな空間
がつくられている。

部屋の奥にはキッチンがあり、
教職員が一息付ける環境と
なっている。

ソファが置かれた空間の脇には、パー
ティションで区切って体調不良の子ど
もが安静にできるスペースをつくって
いる。子どもが教職員の近くで安心し
て休むことができる。

水の棟にある半屋外のテラスからは里山
の景色が見え、子どもたちが登園時に気
持ちを切り替える空間になっている。

道路に面する水の棟はウッドデッキで
囲まれ、半屋外空間を介することで一
体感を持ちながらも園内の安全を確保
できている。

広々とした玄関にあるホワイ
トボードには地域や保護者た
ちの活動が記録・共有される。

キッチンがあることで、保護
者の活動の幅が広がり、料理
教室など様々な活動が展開さ
れている。

みんなの部屋

（認定こども園さざなみの森園長）



住宅地に建つ子どもがのびのびと遊べる幼稚園

教育方針や環境づくりについて

教育方針／(1)生き生きした子ども 子ども
自身が生きる力を持つ子ども
(2)思いやりのある子ども 人の気持ちや痛
みを感じる力を持つ子ども

クラス数／9クラス
幼児数／264名（3歳～5歳）
建築主／学校法人渡辺学園
所在地／神奈川県横浜市都筑区早渕3-35-
25

敷地面積／2,819.5㎡
建築面積／983.02㎡
延べ床面積／993.63㎡
構造・規模／木造2階建

安全を確保しつつ自発的な遊びを誘発する施設整備

多様な遊びを生み出す立体的な園舎空間

• 中庭を中心に遊戯棟・保育棟が配置され、各棟を１階は渡り廊下、２階はテラスでつないでいる。
• 各保育棟にはロフトやキャットウォーク等が設けられ、外階段と合わせて園舎全体で立体的な動線が確保

されている。
• 園舎の各所が遊具になっており、かがむ、這う、登る、降りる等、多様な動きが自然に行われている。

各保育室はテラスからも出入りできるように
なっている。日常とは異なる視点は子供たち
の好奇心や冒険心を刺激する。

中庭を中心に各棟をテラスがつなぐ。テラス
はゴムチップ舗装で、幼児たちは思い切り駆
け回ることができる。

遊戯棟の壁に配置された
塔状の遊具と、そこから
つながる空中ブリッジ。

空中ブリッジの床は半
透明で冒険心をくすぐ
る。

保育室には、ロフトやキャットウォーク
などが設けられ、子供たちは思い思いの
場所で遊んでいる。

保育室のロフトやキャットウォークは、
小ぶりな階段で上ることができ、子ども
たちの遊び場のひとつである。

絵本室は中央に階段家具があり、これを
利用して読み聞かせも行われている。

HP：http://www.kohoku-yochien.ed.jp/
TEL: 045-593-3142 

港北幼稚園では、「生き生きし
た子ども」、「思いやりのある子
ども」を教育方針としています。
きちんと自分が出せた上で、他者
のことも考えられる子どもであっ
てほしいという願いからです。

そのため、保育者はもちろんの
こと、保護者にもできる限りいろ
いろな形で参加してもらい、障が
いのある子も含め、一人ひとりの
子どもの存在が認められ、自分の
好きなものや場と出会って、子供

たちが夢中になって遊べるような
環境を大事にしています。

人が人として生き生きと過ごす
ためには、周囲の人たちと話し
合ったり、協同してものごとを進
めていくような力が必要です。ま
た、周囲の状況を把握した上で、
自分とは違う立場の人や、困って
いる人にも自然にかかわれるよう
に、人の痛みを感じることのでき
る子どもでもあってほしいのです。

そのため、園舎や園庭の環境、
さらには日々の保育の中でも、
個々の子どもの主体性が発揮でき
るような多様で豊かな環境がある
ことを大事にしています。

さらに、地域にも開かれた園と
して、保護者を中心としたサーク
ル活動などを組織して、子どもに
もかかわってもらうなど、保護者
の居場所にも配慮しています。

（2018年5月現在）

■ １階平面図

■ ２階平面図
■ 配置図

（港北幼稚園理事長）



誰もが携帯から必要な情報がすぐ
に手に入り、人工知能など著しい進
歩が見られる社会の中で、逆説的で
はあるのですが、人が人として育つ
ためには、幼児期は、より人間らし
い素朴な生活が重要だと感じていま
す。

自然に触れ、季節の移り変わりを
感じたり、手や足を使って思い切り
動いたり、自分なりにやりたいこと
に挑戦する中でいろいろ工夫するこ
とでできるようになったりと、人間

らしく育っていく環境を、子供は求
めています。さらには、人とかかわ
り、時には喧嘩したり、悔しがった
りするようなマイナスの感情も経験
しながら、徐々に人と一緒にいるこ
との心地よさ、協力する楽しさ、お
もしろさも学んでいきます。そのよ
うな人間らしい営みを十全に保障す
るためには、子どもの遊びや学びが
深まっていくための様々な環境が必
要なのです。

障害のある幼児など配慮を必要とする幼児に対応した施設整備

園内にちりばめられた小さな空間

• 子どものスケール感にあった多様な小空間を園の各所に設けており、子どもが自分の希望に合わせて過ごし
たい場所を選ぶことができる。

• 他人と交流したり、自分一人の事に集中したり、どちらの場所もあることで、特別な配慮を必要とする子で
あっても、他者との関わり方を自分のペースで学ぶことができる。

家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

親も子も共に育つ場所づくり
• 園の中心にある中庭は、保護者・地域を交えたイベントに活用されるなど、人が集まる空間となっている。
• 遊戯室のガラス戸を開放することで、中庭と一体的な利用が可能となっている。
• 園内に保護者が自由に使える空間を設けることで、保護者が自主的に集まって活動する場所になっている。

保育室内には、デンやプレイコーナー(ロフト）、キャットウォー
クなど多様な小空間が設けられている。

遊戯室の２階には父母会室や多目的室を
設けており、保護者が自主的に集まり交
流できる場となっている。

遊戯室の舞台にあるガラス戸を開ける
と中庭と一体的に利用が可能。

自然との触れ合いや体を使った遊びができる屋外・半屋外環境整備

子どもの創造性を刺激する土の園庭

• 園庭の表層材料を土としており、子どもが泥遊びなど土に触れて遊ぶことができる。
• 階段状のウッドデッキを設置するなど、高低差を生かした園庭としている。
• 園庭の樹木や植栽は、木陰を作り出し、落葉などを通じて季節の移り変わりを感じられる。

テラスに囲まれた中庭は、行事やイベン
ト時に保護者や地域の方が集まる中心と
なる。

子どもらしくいられる
環境

保育室の2階には子どもだけが入れるサイズの小部
屋があり、子どもだけでリラックスして過ごすこ
とができる。

中庭や園庭など広々とした場所では、
友達と一緒に体を大きく動かす遊び
を楽しめる。

プレイコーナー
（ロフト）

デンキャット
ウォーク

保護者お手製の水路で遊ぶ幼児。木の
葉を流すなど、様々な遊びを自ら生み
出す。

泥遊びは、子どもの創造性を刺激し、
土や水の手触りや重さなどを体感で学
んでいける。

自然の起伏は子どもにとって格好の遊び
場。夏は手製のウォータースライダーを
つくるなど環境を生かして多様な遊び方
ができる。

特別な配慮が必要な子ども向けの遊具
だが、区別なく全ての子どもが遊んで
いる。

木の渡り廊下は、裸足で歩いたり、寝
転んだりしても気にならず、子どもも
自由に遊ぶことができる。

演奏会など大人の活動場所にもなって
いる。

（港北幼稚園理事長）



住宅地にある地域との連携・協働を重視した認定こども園

教育方針と環境づくりについて

教育方針／わたしになる。ぼくになる。 クラス数／10クラス
幼児数／221名（0歳～5歳）
建築主／学校法人小寺学園
所在地／兵庫県尼崎市

敷地面積／1,714㎡
建築面積／681.73㎡
延べ床面積／1,331㎡
構造・規模／W造2階建、 W造3階建、 RC造３階建

ほか

HP: http://www.hama.ed.jp/
TEL: 06-6499-4919
E-mail: info@hama.ed.jp 教育活動の変化に対応できる施設整備

教育理念や時代のニーズに応じた環境づくりを実践

• 社会状況や地域環境の変化、自らの教育理念を保育環境に反映させるため、時代の変化に合わせて園の環境を
作り替えている。

新館（2005年）

中庭

厨房 自園調理給食開始
きのっこ（親子ひろば）開始

2004 年 総合遊具撤去
以降、植樹や築山などを整備

本館（2015年改修）
幼保連携型認定こども園へ

コミュニティブックカフェ、ナーサリー等（2015年）
1階にコミュニティブックカフェ（図書室兼用）、２階にナーサリー（0~2歳児）
３階にきのっこ（親子ひろば）

前庭（2015年取得）
運動場として利用

はまようちえんは2015年に二つ
の保育棟を増改築し、幼保連携型
認定こども園となりました。2004
年から法人のアイデンティティの
刷新を行い「わたしになる。ぼく
になる。」を学園理念に、一人ひ
とりが自分らしさを認められ、オ
リジナルな自己を形成していく基
礎を培う保育を目指しています。

園が大切にしている、最も大き
なコンセプトは「自由性」「多様
性」「開放性」の3点です。それ
ぞれを環境づくりにフォーカスす

ると、「自由性」とは、子どもが
遊びを選択し創意工夫できること
です。園庭には市販の大型遊具を
置かず、大きな素材から小さな素
材までを自発的に用いられるよう
にしています。

「多様性」は、異年齢で形成す
るクラス環境と、さらに保育室間
の 壁を無 くすこ とや 0～ 2 歳児
（ナーサリー）と3～5歳児（幼稚
園）が日常的に空間を共有する環
境で具現化しています。

「開放性」は、「園を開く」と

いう方針を形にしたもので、エン
トランスや職員室の構造的な開放
性や親子ひろばやコミュニティカ
フェの設置など、人と人のつなが
りの場づくりを具現化しています。

2018年には企業主導型保育事業
ナーサリールーム（0～2歳）を隣
接して設置しました。食糧の備蓄
や自家発電（蓄電）装置を設けて、
平時のみならず災害時にも地域の
人が集まる拠点となり得る場とな
るように、今後はさらに機能を強
化していく予定です。

■ 配置図・１階平面図

（2018年5月現在）

（はまようちえん理事長）



子どもは「多様な他者との関係性
や環境」から影響を受けて、多くの
可能性や選択肢と自分を対象化しな
がら主体的に自己を豊かに形成して
いきます。そのプロセスを保障する
ために異年齢クラス「かぞく」（タ
テの関係）と同学年の活動「チー
ム」（ヨコの関係）のふたつのホー
ム（定位置）をベースに、異かぞく
＆異チームでのプロジェクトなど
（ナナメの関係）を加え、さらに多

様性と選択性を助長するために各ク
ラスを隔てる保育室の壁をなくしま
した。

その効果として、子どもは、主体
的に自分の居場所をみつけてよりそ
の子らしくなっていきます。保育者
同士は、保育のコラボレーションが
容易にできたり、保育後も掃除をし
ながら気軽に話し合いができたりし
て、チームとしてお互いを理解し協
働できるようになりました。

• 教職員が日々の情報共有や打合せ、研修などができる場をつくっている。
• 職員室のみならず、ミーティングルームやカフェなど多様な場を活用して教職員間の交流を図っている。

教職員の活動を支えるための施設整備

教職員間の対話を活発にする空間

• 保育室に壁を設けず、お互いの活動がよく見えるようになっており、子ども同士がお互いに教え合ったり
助け合ったりすることで自ら体験し、学んでいく。

• 室内では上履きを履かず裸足で行き来するため、木材を多用した内装としている。
• 自園調理の給食であり、厨房がのぞけるように大きな窓を設けている。

幼児自身の興味や関心に応じて様々な活動が展開される屋内環境整備

異年齢の子どもとふれあうことで自ら学び成長する場所

廊下と保育室の入り口はクラスごとに異な
るが、内部は３クラスが一体。異年齢保育
で、年長が年少に遊び方を教えるなど子ど
もたちが自ら学び合う環境となっている。

家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

地域に親しみ、一緒に活動できる環境づくり

• 図書室を兼ねたコミュニティカフェを併設し、保護者と協働して運営している。
• 子育ての支援として親子ひろばや預かり保育室を設置し、地域の子育ての支援の拠点として様々なイベントを

企画している。
• カフェやホールなど園の施設を貸し出しており、地域の住民との交流を生み出している。

カベのない
「はまよう保育」

とその効果

構造上できる小壁をいか
して、子どもが落ち着け
る小空間をつくっている。

トイレの床をフローリングに
し、気持ちの良い空間とする
ことで子どもも用を足すこと
をいやがらない。

保育室はいくつもコーナーを
つくって子どもの興味に合わ
せた遊びを行う。

エントランスは段差のないバ
リアフリー。園庭や職員室が
良く見え、保護者が入りやす
い空間となっている。

1階の保育室は半屋外の廊下
を挟んで園庭に面しており、
屋外の活動と屋内の活動が緩
やかに切り替わる。

調理室に面した預かり保育室。調
理室の様子を窓からのぞくことが
できる。

自園調理の給食。毎日給食時に管
理栄養士が厨房を出て、子どもた
ちに食材について話をする。

職員室は仕切りのない
空間で決められた座席
はない。
大机で仕事をすること
で、後輩も先輩に困っ
たことをすぐに質問で
きたり、子どものエピ
ソードを共有したりと
親 密 に コ ミ ュ ニ ケ ー
ションをとることがで
きる。

コミュニティブックカ
フェは曜日によって使
用目的が異なる。
週2回は子どもの図書
室、空いている時間は
会議室として使用され
ている。
職員もリラックスした
雰囲気でミーティング
が行える。

職員室の脇にあるミー
ティングルーム。四方
の壁がホワイトボード
になっている。
集中して議論したり、
意見をボードで共有し
たりとフラットな関係
で、お互いの意見を言
い合える空間となって
いる。

コミュニティブックカ
フェの3階はきのっこと
呼ばれる親子ひろばを
開いている。
2階にあるナーサリー
（3号認定）と交流し、
在宅育児家庭とのつな
がりの場となっている。

新館3階の多目的室で
は 、 親 向 け の ワ ー ク
ショップが開催される。

コミュニティブックカ
フェは平日の４日間は
絵本室や会議室などと
して、週1でコミュニ
ティカフェとして使用
されている。土日に一
般貸出しも行っており、
「はまバル」と呼ばれ
る老人会が開催される
など地域の人が集まる
空間になっている。

コミュニティブックカ
フェは、園の入口に位
置している。

（はまようちえん理事長）



都心部に建つ小学校と複合化した幼稚園

教育方針や環境づくりについて

教育方針／げんきな子 やさしい子 がんばれ
る子

クラス数／10クラス
幼児数／244名（3歳～5歳）
建築主／中央区
所在地／東京都中央区豊海町3-1

敷地面積／9,646.66㎡
建築面積／4,601.69㎡
延べ床面積／14,189.10㎡

(幼稚園部分：2,153.14㎡)
構造・規模／RC造地上5階、地下1階

（幼小一体型・幼稚園は1階部分）

５F 小学校 ランチルーム 休職調理室 プール 屋上運動スペース

４F 小学校 普通教室 学習室 多目的室 家庭科室 理科室 図工室 少人数教室

３F 小学校 普通教室 少人数教室 うみかぜルーム 学習室 PC教室 音楽室 図書室

２F 小学校 校長室 職員室 事務k室 普通教室 多目的室 体育館 メモリアル室 印刷室

１F 小学校 保健室 多目的室 プレディ 会議室 礼法室

幼稚園 園長室 職員室 保育室 遊戯室 多目的室 プール 園庭 PTA室

。

７０㎡以上が確保された各保育室は固定家具等を置かず、用途に応
じて自由にレイアウトできる。また天井や壁などの各所にフックを
取り付け、作品の掲示などがしやすいよう工夫されている。

廊下の床や壁に模様を描いて、遊びに利用できる
ように工夫している。

幼児自身の興味や関心に応じて様々な活動が展開される屋内環境整備

様々な活動を行えるよう工夫をこらした室内計画
• 保育室は余裕をもった面積を確保し、多目的室と遊戯室は一体的に利用できるよう計画するなど、

教育活動に合わせた使い方ができるようになっている。
• 様々な活動が行いやすいように、ポールや吊り金具などの仕掛けを設置するなど細部まで工夫され

ている。

コーナーをつくり、個々に集中して作業を行ったり、保育室
を広く使い、体を動かす遊びを行ったりと柔軟な活動が可能
である。

幅３ｍ長さ１３０ｍに及ぶ廊下では、天候に関わらず、
体を動かす遊びができる。

HP：https://www.chuo-tky.ed.jp/~toyomi-kg/
TEL: 03-3533-0725 

少子高齢化が進行する中で、本
園は、３歳～５歳児までの１１学
級編成という大規模園です。この
特長を生かし、教育方針の１番目
として「大規模園だからこその幼
児同士の関わりが生まれる保育」
を心がけています。本園は、ワン
フロアに保育室が並び、廊下でつ
ながっています。他学級や他学年
の様子を見たり感じたりすること
は、幼児の遊びへの興味関心を広
げ、異年齢での遊びの伝え合いや
交流を生みだしています。

教育方針の２番目は「幼稚園と
小学校の連携・交流の充実」です。
本施設は、１階部分が幼稚園、２
階以上は小学校となる複合施設で
す。生活空間を担保しつつ、幼・
小それぞれの学習や遊びの様子が
見えるのが大きな特徴です。日常
的に児童の様子が見えることは、
幼児にとって、憧れの存在として
刺激を受けたり、少し先の自分の
姿を想像したりするなど、心身の
発達に大きな影響があると感じて
います。

教育方針の３番目は、「幼児が
身近な自然を感じられ、自然の不
思議さに心が動き、好奇心や探究
心がもてるような環境づくり」で
す。園内にある菜園は、四季に応
じた野菜を育て、収穫して味わえ
る環境です。友達と共に力一杯大
根を引き抜いた経験や１粒の種か
ら大きく成長する植物を目の当た
りにする体験は、心を揺さぶられ
る感動体験です。今後も、幼児期
にふさわしい学びが生まれるよう、
施設環境を生かしていきたいです。

多目的室は、用途・目的に合わせて隣接す
る遊戯室と一体化することにより、多彩な
活動が可能である。

吹き抜けの遊戯室には可動式の舞台があ
り、行事や発表会など多様な用途にも使
用できる。2階は小学校であり、上階の
丸窓から遊戯室の様子がうかがえる。

遊戯室の天井にはポールが設置され、ロー
プなどを垂らして、室内でも上ったり降り
たりする運動が行えるようになっている。

（2018年5月現在）

■ １階平面図

■ 外観

■ 周辺地図

■ 各階案内図

（中央区立豊海幼稚園園長）



中央区の幼稚園の特徴は、小学校と
幼稚園が複合化されている点です。
また、区内には私立幼稚園がないた
め、公立幼稚園に対する区民の期待
は大きなものがあります。豊海小学
校・幼稚園のある勝どき・豊海地区
では、大規模なマンションが建設さ
れており、児童・園児の急増に対応
するため、旧校園舎に隣接する区有
地内に新たな校園舎を改築しました。
公園に隣接し、ウォーターフロント

に面した環境に恵まれた地域である
ことから、改築のコンセプトを「自
然環境と融和・調和する学びの広
場」とし、園児たちは豊かな自然環
境の中で「走り、跳び、泳ぎ、学び、
歌う」ことですくすくと育っていま
す。今後、園児が増加した場合に備
え、転用可能な多目的室を配置して
います。

障害のある幼児など特別な配慮を必要とする幼児に対応した施設整備

施設のバリアフリー対応

• スロープを設置したり、玄関から園庭まで床をフラットにすることで、バリアフリー対応の施設となっている。
• 幼小一体型の施設であることを生かし、保健室や礼法室等を共用している。

多目的トイレを設置。多様な利用
者を念頭においた計画としている。

家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

幼小連携や地域との交流の土台となる環境づくり

• 幼稚園と小学校スペースのゾーン分けを図りつつ、ゆるやかな交流が行われるよう計画されている。
• ビオトープや菜園など自然に触れられる環境を校園庭に設けている。

園庭は小学校と幼稚園それぞれに専有部分
を設けているが、運動会などの際には、小
学校部分も含め全面を使用するなど柔軟な
運用を行っている。

園庭の一角に設けられたビオトープ。特に
都市部においては、生物の多様性を学ぶ重
要な施設となっている。

多目的室は、稼働間仕切りでいくつかに区切
ることができる。用途に合わせて部屋の大き
さを調整できる。

教育活動の変化に対応できる施設整備

ニーズの変化に対応できる施設環境

２階（小学校）バルコニーが１階にある
幼稚園の庇となることで、雨天時の半屋
外空間として、また、保護者の送迎時の
たまりの場として有効に機能している。

保育室の面積や廊下幅に余裕を持たせて設計することで、将来の改修においても柔軟な計画が
可能となる。

• 多様な教育活動を行うことができるよう十分な広さを確保するとともに、稼働間仕切りなどで空間を区切った
りできるなど可変性のある施設計画としている。

• 廊下や保育室に十分な広さを確保することなどは、将来の改修時において、整備の容易さにつながる。

（中央区教育委員会）

菜園

バルコニーの庇部分

かまどベンチ

ビオトープ

小学校へ

小学校へ

豊海幼稚園と
周辺環境

園庭に設けられた菜園では子どもたちが野菜
を育て、収穫を行っている。

園庭の一角に設置された「かまどベンチ」
は、地域を交えた交流イベントのほか、災
害時の活用も想定している。

スロープの設置したり、玄関から園庭まで段差のないつくりとしてい
たりするなど、車いすでも支障なく移動できるように配慮している。

保健室や礼法室など小学校と共用の施設を、配慮が必要な幼児が落ち
着ける場所に利用するなど運用面でも工夫している。
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